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製造業の業務、システムの補足あり



復習：オブジェクト指向の適用可否
• 適用が向いているもの

・機器制御、ゲームソフト

• そのままでは、適用が向いていないもの

・ビジネスシステム用の情報システム

・属性部分は、データベース設計に使う

・操作部分については、システム機能の細分化により、

部品化や差分プログラミングを行う

（業務ロジック、ＤＢ操作、画面制御、データ検証、

認証機能、フォーマット変換、Ｅｘｃｅｌ出力・・・）

アイコンＡ

ｱｲｺﾝ名称
ｱｲｺﾝ形状

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ起動

ゲームの人物Ａ

人物名称
性格、パワー

人物の動作

---オブジェクトの名称

---オブジェクトの属性

---オブジェクトの操作



復習：販売業務のクラス図の基本

・データ正規化の観点からみれば、容易にクラスを導出できる。

受注（注文、売上、レシート）

顧客名 受注Ｎｏ 受注日

商品 単価 数量 金額

合計金額

受注明細

商品受注

顧客

データの正規化、クラス図



補足：個人信用情報照会システム

カード カード読取機
個人信用情報

照会システム
回線端末

ＣＩＣ（国内クレジット系）、Ｃｒｅｄｉｔ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒ

ＫＳＣ（金融機関系）、全国銀行個人信用情報センター

テラネット（キャッシング系）、全国信用情報センター連合会

ＣＣＢ（海外クレジット系含む）
信用情報照会システム
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補足１）製造業の業務・システム概要
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② 製造業の業務体系

購
入
先

素材
メー
カー

販売
・受注処理

・売掛・回収

・問合回答

・顧客管理

仕入

・発注実務

・買掛処理

総務・人事・給与計算・購買

卸売
業

経理業務・予算管理

出荷
・出荷指示

・ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ

・検品

・包装・出荷

在庫（完成品、部品、素材）

・在庫管理

・直出荷指示

・在庫分析

入荷
・受入検収

・入荷仕分

・棚入れ

物流
業者

小売
業

消費
者

部品
メー
カー

販売企画
・商品販路開拓

・売筋管理

・卸、小売支援

・広告・宣伝

生産
・生産計画
・工程計画
・購買、製造活動

・検査

商品開発
・商品デザイン
・設計活動
・試作・実験
・製造技術企画

商品企画
・市場調査
・新商品企画
・技術企画
・コスト企画

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ
・補修部品供給
・修理サービス



③ 製造業の統合システム

受注管理システム

・オーダー受理システム

・オーダー変更システム

・納期回答システム

在庫システム

・在庫管理システム

・在庫分析システム

・直出荷システム

物流管理システム

・受入検収

・棚入指示

・出荷指示

・ピッキング指示

・包装指示

・配送指示
開発支援システム

・ＣＡＥ、ＣＡＤ

・試作・実験支援

・ＣＡＭ

・製造技術企画支援

流通支援システム

・売れ筋情報

・販売店システム

・販売員支援システム

商品企画支援システム

・市場分析

・販売分析

・コスト管理

・情報ネットワーク
・意思決定支援

DWH

PDM

顧客管理システム

・顧客情報

・苦情管理

・アフターサービス

CRM

生産システム

・生産計画

・工程計画

・仕入計画

・製造指示

・検査管理

SCM

MRP



④ 商品開発の流れ

消
費
者

市場調査

新技術調査

デザイン

設計 試作・実験

コスト分析

営業評価

生産性評価

新商品企画

ｻｰﾋﾞｽ性評価

生産準備

量産

（工程、設備、
型具、治具）

他社調査

環境調査

法令調査

（商品内容、価格、発売時期）

（年齢別、好み、

変化、価格帯）

（性能、耐久性）

販売



例示：商品開発の支援システム

市場調査結果

仮想実験
（仮想衝突）
（仮想負荷）

新商品企画

型具の自動製作

法規制情報ＤＢ

技術標準ＤＢ

部品表ＤＢ

デザインＤＢ

デザイン
ＣＡＤ

設計
ＣＡＤ

部品図面ＤＢ

設計計算
ＣＡＥ

仮想製品ＤＢ

製品、部品をデジタルで３次元表現し、

試作を減らし仮想実験を繰り返す。

製造ラインの仮想
設計



⑤ 工場の流れ

自動車組立工場の例：

車両組立車体組立 塗装

車軸組立

鉄鋼メーカー

素材メーカー

多くの部品メーカー

エンジン・ミッション組立

３００～５００社

鋳物・鍛造部品

（講内）



例示： 生産システム事例

車両組立工場

内示生産計画販売会社

・部品メーカー
・素材メーカー
・鉄鋼メーカー
・社内部品工場

注文（月・週） 内示オーダー

確定生産計画仕様変更

（毎日）

確定オーダー

組立順序計画
納入指示

生産／検査実績収集

車体・塗装指示 取付指示

部品供給指示

車体工場 塗装工場

部品プール場

所
要
量
計
算



補足２） 先進システム事例
① PDM（製品データ管理）

デザイン

設計

試作・実験

生産技術

製造

生産管理

購買

顧客サービス

販売・マーケ

財務

・製品データ管理
・ドキュメンント管理
・製品構成管理
・開発管理
・変更管理
・プロジェクト管理
・ワークフロー
・開発標準管理

・ユーティリティ機能

図形

仕様書

部品表 日程

標準設変

試作

実験

解析

コスト

Product Data Management システム 利用システム

シ
ス
テ
ム
機
能

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

効率化

品質向上

期間短縮



② ＤＷＨ（データウェアハウス）
意思決定や戦略立案に利用するために、
基幹業務システムで発生した実績データを、
統合的に管理したもの。

・データ量が膨大である（実績明細データ、時系列）
・外部からもデータを購入（統計データ・・・）
・ＤＢＭＳは、R-DBMS機能強化型と専用型がある

生産システム

データ抽出

ＤＷＨ

ﾃﾞｰﾀﾏｰﾄ基幹システム データ利用

レポーティング

多次元分析(OLAP)

数値分析(OLAP)

データマイニング

定期的

概要

DB



③ ＳＣＭ（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ管理）

メーカー・流通とが一連のモノの流れに関する
情報を正確に管理し、
サプライチェーン全体の効率を最適化

（効果： 納期短縮、納期保証、在庫削減、欠品防止）

・モノの流れにかかわる複数の企業で、
・情報を共有し、
・プロセスのムダを省く

素材
部品

メーカー

メ
ー
カ
ー

配送 卸 配送配送 小売 お客

生産計画
供給情報

配送情報 生産計画
販売情報
在庫情報

配送情報 配送情報
販売情報
在庫情報

ニーズ
苦情



④ ＣＲＭ（顧客管理）
さまざまな販売チャンネルを通じて得た
お客との取引情報、コンタクト情報を一元管理し、
個々のお客に対する最適な対応を支援するしくみ

・製品重視→顧客重視によりビジネスチャンスを逃さない
・ｺｰﾙｾﾝﾀｰには、ＣＴＩを設置（Computer Telephony Integration）

・保守・修理履歴にもとづく応対は効果が大きい

顧客データベース
・お客様情報
・取引情報
・ニーズ・苦情
・地図情報

店頭
電話

お
客

手紙
ネット
その他

ﾏｰｹｯﾃｨﾝｸﾞ

販売管理

ＤＢメンテ

ｺｰﾙｾﾝﾀｰ

営業支援

ｻｰﾋﾞｽ支援



⑤ ＥＲＰ （企業資源管理）
企業のあらゆる経営資源を統合的に管理する
経営管理・経営計画のしくみ（Enterprise Resource Planning）

・本来は、意思決定の判断材料を提供
・日本では、統合業務パッケージとして誤解あり
・ＥＲＰパッケージの導入、カスタマイズ
（ＳＡＰ Ｒ/３、ＢＡＡＮ、ＯｒａｃｌｅＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ、ＰｅｏｐｌｅＳｏｆｔ・・・）
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統合データベース
（計画・実績）

人事 財務



⑥ ワークフロー・システム
企業内の業務のうちで、手順化された流れ作業を対象にする情報システムで、

申請、承認・決裁、支払いなどの業務が迅速化、効率化できる。

・今は、主として、従来の情報システム開発で取り残された業務に適用

（出張申請、勤怠管理、稟議決裁、事務用品購入依頼など）

・今後は、販売管理、生産管理、経理などの基幹システムの前工程に適用

例示：出張申請のワークフローシステム

（参照：リクルート、キーマンズ・ネットより）



１．課題１のシステム化対象業務内容
• Ａ高校の付属図書館に関して、業務の効率化の
ために情報システムを導入することになった。

主要業務の内容は、以下の通りである。
①図書の保管業務

－図書は、登録（新規）、削除（廃却）をする。
－書名、著者名、購入年月を登録する。
－図書は、いつも決められた書庫、棚列に保管する。

②貸出し業務
－貸出し時には、借出し者を登録する。（対面で）

③返却時の業務
－返却時には、元の書庫・棚列に保管する。（対面に限らず）

④各種の検索業務。
－書名、著者名、購入年月（書名、著者名、書庫・棚列、購入年）
－貸出し中か否か。
－書名から借出し者名、借出し者から書名（複数）
－最後に借出した人の名前



２．対象業務の補足
• 図書館の規模は、中程度（１０万冊以内）
• よく借出しがある図書は、複数冊保管されている。
• 全ての図書には、管理用のバーコードを貼付。

（新規登録時にバーコードを発行する）
・ 登録時には、出版社、出版年月、価格、購入価格も

入力しておく。
• 図書によっては、館内閲覧のみの制限がある。
• システムの利用者は、図書館職員と学生、教師。
• 同じ人の借出し可能冊数は、５冊までである。

（既に貸出ししている冊数を含む。）
• 職員は、全ての検索が出来る。
• 教師、学生は、借出し者から書名の検索および

貸出し中か否かの検索ができる。
• 教師、学生は、身分証明書を提示して借出す。

（教師番号、学生番号で借出しが管理される。）
・ 教師、学生の連絡先は、高校の事務局から情報をもらう。
・ 管理用の検索は、随時できること。

（月間貸出し人数、冊数、購入冊数、購入金額・・・・・）



２．課題１のシステム分析・
設計課題

• 前述の図書館業務の内容を参考にして、

①要件定義（要求分析）

②外部設計（システム分析）

をオブジェクト指向の開発方式で実行し、

その結果を、４章のレポート課題の形式で

まとめて下さい。



４．レポート課題
• 課題１（図書館システム）の解答を提出してください。
①作業のプロセス

－協力者氏名
－作業工程（手順、悩んだ点・・・）

②要件定義（要求分析）
－システム要求分析記述書
－アーキテクチャー分析記述書
－ユースケース図（二つ以上の業務について）
－ユースケース記述書

③外部設計（システム分析）
－クラス図
－クラス仕様書
－シーケンス図

・期限：次回の講義開始まで。



５．参考書等
• 当講義の以下のテキストを参考にして下さい。

－分析、機能展開方法（第２回、６章）

－要件分析、アーキテクチャー分析例

（第６回、２章）

－オブジェクト、クラスの定義（第４回、２章）

－クラス図、クラス仕様書、画面設計書形式

（第５回、３章）


